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第65号 令和７年

定例会号
令和８年１月16日 発行
12月
議案ピックアップ・議決結果� P2
常任委員会の活動報告� P3-4
市政を問う一般質問（13人）� P4-7
次回定例会の予定ほか� P8

主な内容

本会議の中継映像・録画映像はインターネットでご覧いただけます。 検　索

10月７日に
臨時会が開かれました

12月定例会が
12月８日～16日の
会期で開かれました

８日　本会議
■一般行政報告　
■議案の提案説明
■一般質問１日目（５人が質問）

９日　本会議
■一般質問２日目（６人が質問）

10日　本会議
■一般質問３日目（２人が質問）

12日　各常任委員会
■委員会に付託された議案審査等

16日　本会議
■ �各常任委員会の審査報告の後、
討論を経て採決

※議決結果は２ページ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

阿
賀
野
市
議
会
議
長
　
大
滝
　
勝

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
市
政
な
ら
び
に
市
議
会
の
取
り
組
み
に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
阿
賀
野
市
で
は
幸
い
に
も
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
る

こ
と
な
く
一
年
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
全
国
的
な
自
然
環
境
の
変
化

の
影
響
も
あ
り
、
ク
マ
の
出
没
が
多
発
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
心
配
や
ご
不

安
を
お
掛
け
す
る
場
面
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
注
意
を
払
い
、
地
域
で
安
全
に

気
を
配
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
面
で
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
あ
が
の
が
わ
の
供
用
に
よ
り
、
環
境

に
配
慮
し
た
安
定
的
な
廃
棄
物
処
理
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
ま
た
、
念
願
で
あ
り
ま
し

た
阿
賀
野
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通
し
、
所
要
時
間
の
短
縮
だ
け
で
な
く
、
地
域
産
業
の

発
展
に
つ
な
が
る
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
施
設
整
備
も
平
穏
な
日
々
も
、
全
て
は
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
が

あ
っ
て
こ
そ
、
か
な
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
と
し
て
も
、
引
き
続
き
市
民
の
声
に
丁
寧
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
暮
ら

し
が
よ
り
安
全
・
安
心
で
、
よ
り
豊
か
に
な
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
日
々
が
笑
顔
と
温
か
さ
に
満
た
さ
れ
た
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
そ
し
て
阿
賀
野
市
が
う
ま
年
の
勢
い
に
あ
や
か
り
、
さ
ら
に
前
進
す
る
こ
と
を
願

い
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

本年もよろしくお願い申し上げます
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議案ピックアップ
一般会計補正予算（第６号）
主な内容
○アーバンベア捕獲緊急対策事業費　618万円
人の生活圏に出没するクマを集中的に捕獲するために要する費用を計上。

○小中学校長寿命化等改修事業費　384万円
京ヶ瀬中学校グラウンド整備に先立ち行われる電柱移設の支障となる樹木の伐採費用等を計上。

阿賀野市子育て支援施設設置条例の一部改正について
令和８年４月１日から子育て支援施設において、乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）を実施するため、所要の改正を実施。

阿賀野市火災予防条例の一部改正について
令和７年２月26日に発生した大船渡市林野火災を受け、消防庁が開催した「大船渡市林野火災を踏まえた消防防災対策のあり方に関する検討会」の報告書において、
林野火災注意報や林野火災警報の的確な発令等によって林野火災予防の実行性を高めることが必要であると示されたため、所要の改正を実施。

議会の情報は市ホームページをご覧ください

本会議会議録や議員名簿、会議の日程、
本会議の中継映像・録画映像
がご覧いただけます。
ぜひご利用ください。

●中継はこちら
会議名、議員名、用語などか
ら検索できます。
視聴したいものを
選んでクリック！

阿賀野市阿賀野市
イメージキャラクターイメージキャラクター
「ごずっちょ」「ごずっちょ」

検　索

提案された議案について、さまざまな視点から審議を重ねます。
12月定例会で審議した議案の中からお知らせします。

議会を傍聴しませんか議会を傍聴しませんか
事前の申し込みは不要です。傍聴席入り口にある受付簿に住所・氏名
を記入して傍聴してください。
※�現在、感染症予防のため、傍聴席の席数を減
らしています。

※�体調がすぐれない人は、傍聴をご遠慮ください。
※�入室の際は、手指消毒にご協力をお願いします。

12月定例会の議決結果をお知らせします

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

補
正

予
算 令和７年度阿賀野市一般会計補正予算（第５号） 省略 可決

10月７日臨時会

全会一致で議決した議案等

※省略：本会議で即決したもの　　総文：総務文教常任委員会
　産厚：産業厚生常任委員会  
各委員会での審査結果は市ホームページでご覧になれます。

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

人
事 阿賀野市農業委員会委員の任命について（小柳　浩 氏） 省略 同意

補
正
予
算

令和７年度阿賀野市一般会計補正予算（第６号） 総文
産厚 可決

令和７年度阿賀野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 産厚 可決

令和７年度阿賀野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 産厚 可決

令和７年度阿賀野市介護保険特別会計補正予算（第２号） 産厚 可決

令和７年度阿賀野市水道事業会計補正予算（第２号） 産厚 可決

令和７年度阿賀野市下水道事業会計補正予算（第１号） 産厚 可決

令和７年度阿賀野市病院事業会計補正予算（第１号）	 産厚 可決

令和７年度阿賀野市一般会計補正予算（第７号） 省略 可決

令和７年度阿賀野市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 省略 可決

令和７年度阿賀野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 省略 可決

令和７年度阿賀野市介護保険特別会計補正予算（第３号） 省略 可決

令和７年度阿賀野市水道事業会計補正予算（第３号）	 省略 可決

令和７年度阿賀野市下水道事業会計補正予算（第２号） 省略 可決

令和７年度阿賀野市病院事業会計補正予算（第２号） 省略 可決

条
例

阿賀野市行政手続における特定の個人を識別するための番号
の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人
情報の提供に関する条例の一部改正について

総文 可決

阿賀野市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に
関する条例の一部改正について 総文 可決
阿賀野市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について 産厚 可決
阿賀野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部改正について 産厚 可決

議 案 名 審査した
委員会※

議決
結果

条
例

阿賀野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部改正について 産厚 可決

阿賀野市子育て支援施設設置条例の一部改正について 産厚 可決
阿賀野市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定について 産厚 可決
阿賀野市子ども・子育て支援法第82条の規定による過料に関
する条例の一部改正について 産厚 可決

阿賀野市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について 産厚 可決

阿賀野市火災予防条例の一部改正について 総文 可決
阿賀野市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改
正について 省略 可決
阿賀野市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部改正について 省略 可決
阿賀野市特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一
部改正について 省略 可決

阿賀野市一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について 省略 可決
阿賀野市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
の一部改正について 省略 可決

そ
の
他

新潟県市町村総合事務組合規約の変更について 総文 可決
公の施設に係る指定管理者の指定について（阿賀野市赤坂地区
コミュニティ公園） 産厚 可決

市道路線の認定について 産厚 可決
請
願

地域ボランティア活動に対する支援（ポイント付与事業）の継
続を求める請願 総文 不採択

発
議 阿賀野市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について 省略 可決

12月定例会

12月定例会
意見が分かれた議案等

〇：賛成　×：反対　議長（大滝勝）は採決には加わりません。

議 案 名
審
査
し
た

委
員
会
※

議
決
結
果

公明党 日本共産党 新風あがの 会派の所属なし
村
上　
清
彦

宮
脇　
雅
夫

松
﨑　
良
繼

清
水　
博
英

風
間　
輝
榮

市
川　
英
敏

天
野
美
三
男

遠
藤　
　
孝

荒
澤　
浩
和

阿
部　
順
三

披
田
野
勝
幸

菅
原　
道
明

遠
藤　
智
子

清
野　
栄
一

天
野　
市
榮

条
例

阿賀野市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 省略 可決 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
討　論
（要旨） 反対意見

厚労省が公表した10月の勤労統計調査によると、物価変動を考慮した１人当たりの実質賃金は10か月連続のマイナスだった。家計を圧迫する物価高騰に追い付
いていない。市民が将来への不安を抱えながら生活している状況で、議員の報酬を引き上げるべきではない。

請
願 地域ボランティア活動に対する支援（ポイント付与事業）の継続を求める請願 総文 不採択 × 〇 〇 〇 × × × × × × × × × 〇 〇
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常任委員会の活動 市の仕事を２つに分け、関係する議案等の審査や調査を行います。阿賀野市では議員１人が１つ
の委員会に属しています。

地
域
計
画
に
つ
い
て

　
地
域
計
画
と
は
、
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
の
改
正
に
よ
り
、
高
齢

化
や
人
口
減
少
に
よ
る
農
業
者
の
減

少
、
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
と
い
っ
た

各
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
農
地
が

適
切
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
農
地
の
集

約
化
等
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
地
域
農
業
者
か
ら
話
し
合

い
を
進
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
市
町
村
が
策
定
し
た
も

の
で
す
。

　
阿
賀
野
市
で
は
、
令
和
５
年
度
か

ら
農
業
経
営
意
向
調
査
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
用
い
て
各
集
落
等
で
説
明

会
や
地
域
別
に
協
議
の
場
な
ど
を
開

催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
話
し
合

い
を
進
め
、
令
和
７
年
３
月
に
地
域

計
画
を
策
定
し
、
公
表
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
市
内
を
18
地
域

に
分
け
ま
し
た
。
経
営
面
積
と
集
積

率
は
、
９
割
以
上
の
集
落
が
現
状
維

持
と
い
う
意
向
を
示
し
た
結
果
、
現

状
と
10
年
後
が
ほ
ぼ
同
等
と
な
り
ま

し
た
。
担
い
手
は
、
延
べ
人
数
が

１
，０
９
７
人
、
実
人
数
が
６
３
２

人
で
す
。
集
積
率
は
、
令
和
７
年
度

当
初
の
数
値
で
、
市
全
体
で
69
・

８
％
で
す
。
10
年
後
の
目
標
集
積
率

は
、
国
の
目
標
方
針
に
合
わ
せ
て

90
％
と
定
め
ま
し
た
が
、
耕
作
に
つ

い
て
は
今
後
も
さ
ら
に
話
し
合
い
が

必
要
で
す
。
目
標
地
図
に
つ
い
て

は
、
現
況
地
図
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

10
年
後
、
耕
作
者
が
減
少
し
、
残
っ

た
耕
作
者
や
集
落
で
話
し
合
い
、
農

地
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
目
標
地
図

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。

担
い
手
不
足
に
対
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て

　

市
内
の
新
規
就
農
者
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
５
年
間
で

24
人
で
す
。

　
市
で
は
、
就
農
意
欲
の
あ
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
し
、
農
業
の

担
い
手
が
不
足
す
る
地
域
や
法
人
に

お
い
て
農
業
研
修
を
し
て
、
そ
の
地

域
で
の
就
農
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
資
金
面
で
は
、
市
内
で
研
修
を
受

け
な
が
ら
最
長
で
２
年
、
ま
た
、
が

ん
ば
る
農
家
支
援
事
業
で
最
長
３
年

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｒ
活
動
と
し
て
は
、
首
都
圏
な

ど
で
開
催
さ
れ
る
「
農
業
人
フ
ェ

ア
」
な
ど
へ
出
向
い
て
就
農
相
談
な

ど
を
行
い
、
お
試
し
移
住
や
農
業
体

験
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

有
機
農
業
の
取
り
組
み
や
新
規
就
農

者
を
紹
介
す
る
動
画
を
作
成
し
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と

で
、
問
い
合
わ
せ
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
笹
神
支
所
で
農
地

農
業
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
農
林
課
、
農
業
委
員

会
、
農
業
協
同
組
合
、
土
地
改
良
区

等
の
関
係
機
関
で
協
力
し
な
が
ら
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

委
員
会
意
見

　
農
業
の
担
い
手
不
足
は
全
国
的
な

問
題
で
す
が
、
特
に
中
山
間
地
域
は

非
常
に
厳
し
く
、
現
実
的
に
あ
と
数

年
で
後
継
者
、
担
い
手
が
い
な
く
な

る
状
態
の
た
め
、
地
域
農
業
を
守
る

た
め
の
取
り
組
み
は
急
が
れ
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
国
が
そ
れ
な
り
の

施
策
等
を
す
る
べ
き
で
す
が
、
市
と

し
て
も
引
き
続
き
地
域
と
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
ま

た
、
農
業
従
事
者
が
減
っ
て
い
く
、

１
人
当
た
り
、
１
経
営
体
当
た
り
の

耕
作
面
積
が
増
え
て
く
る
と
い
う
中

で
、
そ
れ
を
支
え
る
よ
う
な
支
援
が

必
要
だ
と
意
見
集
約
さ
れ
ま
し
た
。

廃
校
施
設
の
現
状

　
平
成
21
年
に
寺
社
小
学
校
と
大
和

小
学
校
、
平
成
26
年
に
前
山
小
学

校
、
平
成
29
年
に
山
手
小
学
校
と
赤

坂
小
学
校
、
そ
し
て
令
和
５
年
に
分

田
小
学
校
と
安
田
幼
稚
園
、
出
湯
保

育
園
が
閉
校
・
閉
園
と
な
り
、
令
和

７
年
３
月
31
日
時
点
で
、
小
学
校
が

６
校
、
幼
稚
園
・
保
育
園
が
２
園
、

計
８
施
設
が
閉
校
・
閉
園
状
態
と

な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
利
用
状
況

　
寺
社
小
学
校
と
大
和
小
学
校
の
校

舎
は
、
旧
耐
震
基
準
に
よ
る
建
築
物

で
あ
る
た
め
安
全
性
の
担
保
が
取
れ

て
お
ら
ず
、
常
時
人
が
入
居
す
る
状

態
で
の
貸
し
付
け
等
は
現
在
控
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
利
用
で
き
る
施

設
は
、
一
般
企
業
へ
の
貸
し
付
け
を

行
っ
て
い
る
赤
坂
小
学
校
と
、
定
期

利
用
団
体
が
使
用
し
て
い
る
4
つ
の

体
育
館
を
除
く
と
、
前
山
小
学
校
、

分
田
小
学
校
校
舎
、
安
田
幼
稚
園
、

出
湯
保
育
園
の
４
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

寺
社
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の

開
設
ま
で

　
寺
社
小
学
校
の
体
育
館
や
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
活
用
事
業
に
つ
い
て
、
令
和

６
年
7
月
に
提
案
募
集
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
１
社
か
ら
応
募
が
あ
り
、
審

査
を
経
て
、
優
先
交
渉
権
者
を
合
同

会
社
Ａ
Ｏ
エ
ス
テ
ー
ト
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
文
部
科
学
省
利
活
用
の

報
告
手
続
き
を
経
て
、
令
和
６
年
10

月
に
令
和
11
年
10
月
ま
で
の
５
年
間

の
賃
貸
借
契
約
を
取
り
交
わ
し
、
設

備
等
の
設
置
期
間
を
経
て
、
令
和
７

年
7
月
に
寺
社
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

パ
ー
ク
の
開
設
に
至
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
大
手
ス
ポ
ー
ツ
会
社
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
活
動
し
、
小
学

生
や
青
少
年
を
対
象
に
、
週
末
を
メ

イ
ン
と
し
た
ス
ク
ー
ル
や
体
験
会
、

自
由
滑
走
に
利
用
し
て
い
る
状
況
で

す
。

課
題

　
施
設
の
老
朽
化
や
体
育
館
の
避
難

所
指
定
、
体
育
館
の
定
期
利
用
団
体

利
用
に
よ
り
、
活
用
を
検
討
す
る
事

業
者
の
意
向
に
沿
っ
た
貸
し
出
し
が

で
き
な
い
、
比
較
的
新
し
い
施
設
の

貸
出
料
が
割
高
と
な
る
な
ど
の
課
題

が
あ
り
ま
す
。

【
意
見
集
約
】

　
寺
社
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
開

設
ま
で
の
経
緯
の
説
明
を
受
け
た
後

に
現
地
へ
出
向
き
、
運
営
会
社
の
涌

井
代
表
社
員
か
ら
説
明
を
受
け
る
と

と
も
に
、
活
用
の
様
子
を
視
察
し
ま

し
た
。

　
視
察
後
の
委
員
の
意
見
と
し
ま
し

て
は
、

　
・�

夏
季
期
間
の
暑
さ
対
策
と
し

て
、
移
動
式
エ
ア
コ
ン
の
設
置

に
つ
い
て
、
市
と
協
議
・
検
討

（
貸
与
）
す
る
こ
と
。

　
・�

屋
根
の
雨
漏
り
修
繕
を
市
が
行

う
こ
と
。

　
・�

校
庭
内
侵
入
口
か
ら
体
育
館

（
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
）

入
り
口
ま
で
の
草
刈
り
・
美
化

対
策
と
併
せ
、
地
元
の
ス
ポ
ー

令
和
７
年
９
月
24
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た

廃
校
の
利
活
用
に
つ
い
て

令
和
７
年
10
月
22
日
に
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま
し
た

地
域
計
画
と
農
業
の
担
い
手
不
足
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

ツ
少
年
団
や
一
般
市
民
な
ど
が

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
サ
ッ
カ
ー
や
野

球
な
ど
気
軽
に
楽
し
く
有
効
活

用
で
き
る
よ
う
、
除
草
・
整
地

な
ど
の
整
備
を
市
の
責
務
で
行

う
こ
と
。

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
利
活
用
さ
れ
て
い
な
い
土

地
や
建
物
な
ど
の
公
有
財
産
が
増
加

す
る
こ
と
は
、
少
子
化
・
人
口
減
少

と
共
に
近
い
将
来
懸
念
さ
れ
る
財
政

逼
迫
の
大
き
な
要
因
と
な
り
、
市
の

存
続
そ
の
も
の
に
影
響
を
与
え
る
解

決
す
べ
き
喫
緊
の
課
題
・
問
題
で

す
。　
　

　
そ
の
た
め
に
も
、
利
用
さ
れ
て
い

な
い
土
地
や
廃
校
な
ど
の
公
共
施
設

の
処
分
・
利
活
用
対
策
に
、
よ
り
一

層
全
庁
挙
げ
て
取
り
組
む
よ
う
意
見

集
約
さ
れ
ま
し
た
。　

閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
３
月
定
例
会
ま
で
）

　
障
が
い
福
祉
相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て

閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
３
月
定
例
会
ま
で
）

　
部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
い
て

体験会の様子を見学する委員体験会の様子を見学する委員運営会社の代表社員から指導を受ける委員運営会社の代表社員から指導を受ける委員

産
業
厚
生

常
任
委
員
会

民
生
部
と
産
業
建
設
部
が
所
管
す
る
福
祉
、
介
護
、
子
ど
も
、
保
健
、

医
療
、
環
境
、
道
路
、
河
川
、
商
工
業
、
農
業
、
観
光
、
公
園
、
上
下

水
道
等
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願
等
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

総
務
部
と
民
生
部
が
所
管
す
る
市
政
全
般
の
企
画
・
調
整
、
財
務
、

市
税
、
防
災
、
教
育
、
生
涯
学
習
等
に
関
す
る
調
査
や
議
案
・
請
願

等
の
審
査
を
行
い
ま
す
。
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一　般　質　問

新
風
あ
が
の

阿
部　

順
三

五
頭
山
系
の
害
獣
に

つ
い
て

質
問　
五
頭
山
系
の
集
落
の
空
き
家

や
畑
に
ク
マ
の
餌
と
な
る
柿
の
木
の

放
置
が
見
ら
れ
る
。
所
有
者
不
明
の

も
の
も
あ
る
が
、
住
民
の
安
全
・
安

心
を
考
え
る
と
放
置
し
て
お
け
な

い
。ク
マ
に
つ
い
て
の
対
策
を
伺
う
。

ま
た
、
緊
急
銃
猟
制
度（
改
正
鳥
獣

保
護
管
理
法
）が
成
立
し
、
市
長
の

判
断
で
緊
急
銃
猟
が
可
能
に
な
っ
た

が
、
対
応
で
き
る
ハ
ン
タ
ー
は
十
分

か
を
伺
う
。

答
弁　
今
年
は
ク
マ
の
餌
と
な
る
ブ

ナ
類
が
凶
作
で
、
生
活
圏
に
出
没
し

て
お
り
、
40
頭
の
ク
マ
を
捕
獲
し
た

ほ
か
、
多
数
の
目
撃
情
報
が
あ
る
。

ク
マ
は
昨
年
比
で
目
撃
・
捕
獲
共
に

約
５
倍
に
な
る
。
目
撃
箇
所
に
は
柿

の
木
が
あ
り
、
放
置
果
実
が
原
因
で

あ
る
。
広
報
紙
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
周
知
し
、
出
没
し
た
自
治
会
に
は

果
実
除
去
を
要
請
し
て
い
る
。
所
有

者
が
伐
採
に
合
意
し
た
果
樹
は
、
自

治
会
の
要
望
に
よ
り
市
が
予
算
の
範

囲
内
で
伐
採
を
予
定
。
目
撃
情
報
が

あ
っ
た
場
合
、
警
察
や
猟
友
会
な
ど

と
情
報
共
有
し
て
防
災
無
線
な
ど
で

注
意
喚
起
し
、
箱
わ
な
の
設
置
な
ど

を
し
て
い
る
。
現
在
、
緊
急
時
に
対

応
で
き
る
ハ
ン
タ
ー
は
62
人
、
う
ち

緊
急
銃
猟
等
に
対
応
で
き
る
経
験
豊

富
な
ハ
ン
タ
ー
は
22
人
い
る
。

令
和
７
年
度
地
域

防
災
訓
練
と

河
川
整
備
に
つ
い
て

質
問　
訓
練
の
効
果
と
課
題
点
を
伺

う
。
ま
た
、
主
要
河
川
の
点
検
と
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
災
害
時
の
行
動
を
事
前
に
確

認
す
る
こ
と
で
災
害
対
応
力
の
強
化

が
図
ら
れ
た
と
と
も
に
、
人
命
救
助

訓
練
な
ど
緊
張
感
の
あ
る
訓
練
を
体

験
し
て
も
ら
い
、
防
災
意
識
が
高

ま
っ
た
。
問
題
点
は
、
46
自
治
会
中

26
自
治
会
し
か
参
加
が
得
ら
れ
ず
、

若
年
層
の
参
加
が
少
な
か
っ
た
。
次

回
は
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
計
画
す
る
。
河
川

整
備
は
県
が
実
施
し
て
い
る
。
改
修

状
況
は
計
画
ど
お
り
進
ん
で
お
り
、

今
後
も
県
に
河
川
整
備
推
進
を
継
続

要
望
し
維
持
整
備
に
努
め
る
。

新
風
あ
が
の

風
間　

輝
榮

仮
称「
寄
贈
お
宝
作
品
展
」

開
催
に
向
け
て

質
問　
こ
れ
ま
で
阿
賀
野
市
に
寄
贈

さ
れ
た
多
く
の
作
品
が
市
民
の
目
に

触
れ
る
機
会
が
な
い
。
作
品
を
一
堂

に
集
め
た「
寄
贈
お
宝
作
品
展
」を
企

画
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

貴
重
な
絵
画
、
書
画
、
掛

軸
、
彫
刻
な
ど
数
多
く
の
作
品
が
あ

り
、
寄
贈
者
の
思
い
や
文
化
的
価
値

を
尊
重
し
、
市
役
所
の
ロ
ビ
ー
を
は

じ
め
公
共
施
設
等
に
常
設
展
示
し
て

い
る
。

質
問　
こ
れ
ま
で
寄
贈
さ
れ
た
作
品

数
は
、
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答
弁　

総
作
品
数
は
３
７
１
点
で
、

内
訳
は
絵
画（
水
墨
・
水
彩
を
含
む
）

１
８
０
点
、書
画
65
点
、掛
軸
16
点
、

版
画
９
点
、彫
刻
９
点
、剥
製
４
点
、

つ
ぼ（
花
瓶
）８
点
、
色
紙
２
点
、
写

真
５
点
、
書
簡
１
点
、
像
３
点
、
そ

の
他
69
点
あ
る
。

　
今
後
も
、
引
き
続
き
企
画
展
示
と

い
う
形
で
計
画
的
に
寄
贈
品
を
公
開

し
、
市
民
の
文
化
鑑
賞
機
会
の
拡
充

に
努
め
る
。

福
祉
会
館「
廃
止
」（
案
）

に
つ
い
て

質
問　
10
月
28
日
と
11
月
８
日
に
開

催
し
た
市
民
・
団
体
へ
の
説
明
会
で

は
、
利
用
者
か
ら
理
解
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
弁　

今
後
の
方
針
案
に
つ
い
て
、

近
隣
自
治
会
や
利
用
団
体
へ
説
明

し
、
そ
れ
に
対
す
る
参
加
者
か
ら
の

意
見
と
し
て
は
、
歩
い
て
行
け
る
施

設
、
避
難
所
と
な
る
施
設
と
し
て
、

福
祉
会
館
は
必
要
と
い
う
意
見
が
多

か
っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　
市
と
し
て
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
と
、
将
来
的
な
財
政
負
担
を
少

な
く
す
る
こ
と
の
両
面
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
説
明
会
で
出
さ
れ

た
意
見
も
含
め
、
課
題
を
共
有
し
、

何
が
最
適
解
な
の
か
を
考
え
、
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、

今
後
も
議
論
を
重
ね
、
最
終
的
な
判

断
を
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

市
長
の
最
終
的
な
判
断
は
、

い
つ
ま
で
に
す
る
の
か
。

答
弁　
来
年
の
２
月
か
３
月
ま
で
に

判
断
す
る
。

令和７年10月２日に視察研修を行いました
〇山形県鶴岡市
鶴岡市立農業経営者育成学校　新規就農者確保の取り組みについて
　鶴岡市は平成17年に６市町村が広域合併してできた市で、基幹的農業従事者は4,640
人、経営耕地総面積は15,502haです。令和５年の農業産出額は286.2億円で県内１位、
東北７位で、米が約45％、園芸作物が約43％と、米と園芸の両輪で農業産出額を支え
ています。
　直近５年で、基幹的農業従事者数は年平均163人がリタイア、１経営体当たりの経営
耕地面積（経営規模）は16％増、新規就農者数は年平均44人で、農業従事者の減少は続
いています。
　鶴岡市立農業経営者育成学校（SEADS）の特徴として、農業技術の指導にとどまらず、
実際の農家への実習を通して、農家の生活リズム、出荷調整や作業をスムーズに行うノ
ウハウなど、現場で必要な実務を習得させるカリキュラムになっています。地域に根ざ
した農家との連携により、座学だけでは得られない「生きた知識」を効果的に提供し、研
修生が市内の現場で実習を行うことで、卒業後すぐに地域に貢献できる即戦力となる新
規就農者を育成し、毎年10人弱の卒業生を送り出しているとのことでした。
　行政の役割として、行政が単独で研修を行うのではなく、地域全体を巻き込んだ育成
システムを構築・支援している点が、効率的かつ持続可能な担い手確保策のモデルとし
て参考になりました。
　市が中心となりつつも、県、農業協同組合、地元の農家等の他のリソースを最大限に
活用しており、地域資源の活用として、既存の産業資源（熟練農家、地元企業など）を「教
育資源」として位置付け、行政がそのマッチング
と運用を支援することで、限られた予算の中でも
効果的な人材育成を実現できるほか、「座学＋実
践」の統合モデルとして、農業分野で成果を上げ
ているこのモデルを、地域の伝統工芸や観光サー
ビス業など、他の産業の担い手育成プログラムに
も応用すべきだと考えます。
　卒業生を毎年10人弱送り出していることにつ
いて、予算的にこの人数が適正かどうかは議論の
余地がありますが、毎年100人程度の離農者があ
る現状で、10人弱を確保できる点は評価でき、
また、多方面における地域の担い手としての活躍
も実績があることから、この成果は新規就農者確
保以上の効果が認められ、他の事業への波及効果
も十分に期待できると思いました。

令和７年10月８日・９日に視察研修を行いました
〇宮城県加美町
廃校施設の利活用について（国立音楽院）
　加美町では、小中学校の再編に伴い、廃校となった施設の跡地利活用の検討をしてい
ました。
　そのような中、国立音楽院から提案のあった「地方創生に関する音楽と福祉の構想」事
業に町長が興味を持ったことをきっかけに、誘致の協議を始めました。
　国立音楽院のために町が支出している費用は、音楽技能習得施設に関係するような改
修や備品の購入、イノシシ防護柵の設置、スクールバスの準備、寮の整備のための補助
金拠出、学生の家賃補助などです。
　学生は、ランチ会やバーベキューの開催、小学校での楽器指導、地元高校の吹奏楽部
との合同演奏会などを通じて地元住民と交流しています。
　また、地元住民からアルバイトとしての労働力も期待されています。
〇宮城県川崎町
廃校施設の利活用について（ikuto、イーレ！はせくら王国）
　川崎町の廃校施設で活用されているのは５つで、複合型アーバンスポーツ施設やカ
フェなどの地域交流施設、子どもたちのアウトドア体験会場として活用されています。
　廃校施設を利活用するに当たり、開催した地元区長との意見交換や地元説明会で、地域
活性化につながるような事業内容がよいといった意見があり、企画の提案を募集しました。
　旧川内小学校体育館を改修した「ikuto」は、スケートパークとして活用を開始し、現
在は旧校舎やグラウンドで他のアーバンスポーツ施設やカフェも開業しています。
　旧支倉小学校校舎では、カフェを中心とした施設、「イーレ！はせくら王国」として活
用しています。地場産野菜の販売、木育施設があり、旧体育館にはワイナリー、グラウ
ンドにはキャンプ場があり、カフェが経営主体となり、それぞれの場所を転貸しています。

【意見集約】
　このたびは廃校の利活用について、先進地２か所を視察しました。
　旧上多田川小学校の音楽技能習得施設としての活用については、平成25年から跡地
利用検討会を設置し、閉校地区の全世帯を対象にアンケートを実施したとのことで、よ
り住民との交流・コミュニティーへの貢献・教育等を考慮した施設に生まれ変わり、学
生が安心して学べる環境だと認識しました。
　川崎町の廃校活用施設「ikuto」は、スポーツ複合施設として活用しており、高度な専
門のスタッフが指導する中、多くの子どもたちがスポーツを楽しんだり、防災を学んだ
りしています。
　また、「イーレ！はせくら王国」は、食事ができるカフェ施設や子どもたちが気軽に遊
べる木育施設、地場産野菜即売所も併設しており、平日にもかかわらずかなりにぎわっ
ていました。旧体育館もワイン工場として活用しており、充実した施設だと感じました。
　本市においても、廃校の利活用について、早めに地元住民や市民のアンケートを実施
して検討会を立ち上げ、交流人口・定住に貢献できるように検討を進めるべきと思いま
した。

総務文教常任委員会　視察研修産業厚生常任委員会　視察研修
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一　般　質　問

新
風
あ
が
の

披
田
野
勝
幸

農
地
賃
借
料
情
報
と

遊
休
農
地
の
現
状
に

つ
い
て

質
問　
本
年
産
生
産
者
米
価
は
高
価

で
、
賃
借
料
情
報
の
金
額
で
賃
貸
借

契
約
を
し
て
い
る
高
齢
者
世
帯
は
、

10
ア
ー
ル
で
米
１
俵
も
買
え
な
い
。

米
価
情
勢
に
あ
っ
た
賃
借
料
情
報
を

提
示
す
る
考
え
は
。

答
弁　
米
価
高
騰
や
凶
作
な
ど
実
態
に

即
し
た
賃
借
料
情
報
提
供
を
検
討
す
る
。

質
問　

今
年
の
生
産
者
米
価
高
か

ら
、
貸
し
手
に
配
慮
し
た
農
業
者
は

い
る
の
か
。

答
弁　

飯
米
を
安
価
に
提
供
し
た

り
、
賃
借
料
を
足
し
た
り
す
る
人
も

多
く
い
る
。

質
問　
土
地
改
良
費
の
負
担
は
貸
し

手
が
主
だ
が
、
土
地
改
良
費
の
う
ち
水

利
費
は
生
産
に
必
要
な
経
費
で
あ
り
、

借
り
手
が
負
担
す
る
方
針
の
検
討
は
。

答
弁　
検
討
す
る
。　

質
問　
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
不
作

付
農
地
の
再
生
指
導
に
努
め
る
考
え
は
。

答
弁　
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
の
活
動
を
強
化
す
る
。

児
童
・
生
徒
の
通
学
時
の

安
全
性
確
保
の
考
え
方 

に
つ
い
て

質
問　

ク
マ
な
ど
有
害
鳥
獣
の
多

発
、猛
暑
や
大
雪
な
ど
の
異
常
気
象
、

交
通
事
故
や
犯
罪
か
ら
児
童
・
生
徒

を
守
る
た
め「
通
学
バ
ス
」の
利
用
基

準
を
見
直
す
考
え
は
。
ま
た
、
昨
今

の
ク
マ
対
応
策
は
。

答
弁　
ク
マ
鈴
を
笹
神
・
安
田
地
区

の
全
て
の
児
童
・
生
徒
に
配
付
。
ク

マ
目
撃
時
に
は
臨
時
通
学
バ
ス
や
保

護
者
か
ら
の
迎
え
、
集
団
下
校
で
対

応
し
た
。
通
学
バ
ス
の
運
行
基
準
は

他
市
町
村
よ
り
児
童
・
生
徒
に
寄
り

添
っ
て
い
る
。

質
問　
ク
マ
は
い
つ
ど
こ
に
出
没
す

る
か
分
か
ら
な
い
。
ク
マ
鈴
が
有
効

と
判
断
し
た
な
ら
ば
、
早
め
に
配
付

す
べ
き
。

答
弁　

出
没
の
多
い
地
区
を
優
先
し

た
。全
校
に
必
要
か
は
今
後
検
討
す
る
。

質
問　
異
常
気
象
・
有
害
鳥
獣
・
交

通
事
故
・
犯
罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

守
る
最
大
の
対
策
は
通
学
バ
ス
だ
。

運
行
基
準
を
見
直
し
て
は
。

答
弁　
改
正
す
る
考
え
は
な
い
。

質
問　

仮
称「
有
害
鳥
獣
・
異
常
気

象
時
で
の
通
学
に
関
す
る
懇
談
会
」

を
開
催
し
て
は
。

答
弁　
し
っ
か
り
と
丁
寧
に
進
め
る
。

無
会
派

清
野　

栄
一

亡
国
の
コ
メ
政
策
に

つ
い
て

質
問　
コ
メ
一
転
減
産
！
ま
さ
に
朝

令
暮
改
の「
猫
の
目
農
政
」。

　
稲
作
農
家
の
急
激
な
減
少
と
気
候

変
動
に
よ
る
生
産
の
不
安
定
化
を
考

え
れ
ば
、
増
産
と
所
得
補
償
政
策
は

必
須
の
政
策
と
思
う
が
如
何
か
。
ま

た
、
コ
メ
の
値
段
が
下
が
ら
な
い
こ

と
か
ら
輸
入
米
が
９
月
は
昨
年
の
１

５
９
倍
と
な
っ
て
い
る
。
食
糧
安
保

の
面
で
も
課
題
に
な
る
と
思
う
が
所

見
を
伺
う
。

答
弁　
増
産
と
所
得
補
償
政
策
に
つ

い
て
は
同
感
で
あ
る
。
食
糧
安
保
に

つ
い
て
は
、
合
理
的
な
価
格
で
国
が

責
任
を
持
っ
て
安
定
供
給
を
行
う
べ

き
で
あ
る
。

福
祉
会
館
に
つ
い
て

質
問　
９
月
、
行
政
改
革
推
進
委
員

会
の
答
申
で
修
繕
存
続
と
さ
れ
て
い

る
福
祉
会
館
を
廃
止
し
た
い
旨
説
明

が
あ
っ
た
。
こ
こ
は
公
民
館
的
な
役

割
と
と
も
に
避
難
所（
水
原
地
区
は

他
地
区
に
比
べ
収
容
数
が
少
な
い
）

に
も
指
定
。
廃
止
説
明
会
に
は
10
月

28
日
約
60
名
、
11
月
８
日
約
20
名
の

利
用
者
等
が
出
席
、
強
い
反
対
意
見

が
多
く
あ
っ
た
。
行
政
改
革
推
進
委

員
会
の
答
申
通
り
残
す
べ
き
も
の
と

し
て
強
く
要
望
し
所
見
を
伺
う
。

答
弁　
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
意

見
を
踏
ま
え
改
修
を
検
討
し
た
が
費

用
が
高
額
で
、
利
用
者
も
減
少
す
る

と
想
定
さ
れ
、
廃
止
の
方
針
案
を
示

し
た
。

質
問　
過
去
３
年
の
利
用
者
を
見
て

も
増
加
傾
向
で
あ
り
、
使
用
料
収
入

と
費
用
は
ト
ン
ト
ン
。

答
弁　
コ
ロ
ナ
前
と
の
比
較
で
は
利

用
者
が
減
少
し
て
い
る
。

質
問　

こ
の
周
辺
は
新
潟
地
震
で
大

き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
県
の
地
震

被
害
想
定
で
も
月
岡
断
層
帯
震
度
７
、

信
濃
川
西
縁
震
度
６
弱
な
ど
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
廃
止
は
で
き
な
い
。

答
弁　
避
難
所
は
民
間
の
施
設
等
の

活
用
も
考
え
て
い
く
。

質
問　

躯
体
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

で
、50
年
前
後
は
一
番
強
度
が
あ
る
、

今
壊
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
結
論

は
３
月
と
い
う
事
だ
が
、「
さ
く
ら

咲
く
」で
期
待
し
て
い
る
、
故
障
ト

イ
レ
も
直
す
べ
き
。

答
弁　
ト
イ
レ
は
直
す
。

新
風
あ
が
の

天
野
美
三
男

阿
賀
野
市
の
ご
み
分
別
等

に
つ
い
て

質
問　
今
年
度
か
ら
五
泉
地
域
衛
生

施
設
組
合
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
あ
が

の
が
わ
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
ご
み
の
分
別
変
更
等
が
行

わ
れ
、
各
自
治
会
の
ご
み
集
積
場
で

問
題
が
多
く
発
生
し
て
い
る
と
聞
く

が
、
４
月
か
ら
の
ご
み
の
収
集
に
つ

い
て
伺
う
。
①
ご
み
の
回
収
・
粗
大

ご
み
の
回
収
等
に
つ
い
て
の
問
い
合

わ
せ
や
苦
情
②
ご
み
回
収
業
者
か
ら

指
摘
さ
れ
た
問
題
点
③
不
法
投
棄
の

状
況
と
防
止
対
策
に
つ
い
て

答
弁　
ご
み
の
分
別
や
出
し
方
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、
ほ
ぼ
毎
日

３
、
４
件
程
度
あ
り
、
さ
ら
に
粗
大

ご
み
の
収
集
日
に
は
10
件
程
度
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
。
木
製
た
ん
す
等

の
可
燃
性
粗
大
ご
み
を
そ
の
ま
ま
ご

み
集
積
場
に
出
せ
な
く
な
っ
た
こ
と

等
が
理
由
で
あ
る
。
水
原
地
区
の
１

自
治
会
か
ら
は
カ
ー
ペ
ッ
ト
等
の
裁

断
や
木
製
家
具
の
解
体
に
つ
い
て
再

検
討
す
る
よ
う
要
望
が
あ
っ
た
。
こ

れ
か
ら
も
丁
寧
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な

ど
を
通
し
て
周
知
・
啓
発
に
取
り
組

ん
で
い
く
。不
法
投
棄
発
見
件
数
は
、

令
和
６
年
度
は
16
件
で
、10
年
前（
平

成
27
年
）の
46
件
と
比
べ
る
と
30
件

減
少
し
て
い
る
。 

ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
伴
う

宿
泊
施
設
に
つ
い
て

質
問　
市
で
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
た
と
き
に
、
宿
泊
施
設
が
少
な

く
困
っ
て
い
る
と
の
指
摘
を
受
け

た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
間
交

流
も
大
切
と
思
わ
れ
る
が
、
見
解
を

伺
う
。
①
ス
ポ
ー
ツ
の
大
会
等
で
宿

泊
可
能
施
設
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の

か
②
公
の
施
設
リ
ズ
ム
・
ハ
ウ
ス
瓢

湖
の
再
開
等
は
可
能
な
の
か

答
弁　
宿
泊
可
能
人
数
は
、
五
頭
温

泉
郷
で
４
７
２
人
、
安
田
地
区
で
２

４
７
人
。
そ
の
他
五
頭
連
峰
少
年
自

然
の
家
も
利
用
可
能
。
リ
ズ
ム
・
ハ

ウ
ス
瓢
湖
は
、
宿
泊
再
開
も
含
め
指

定
管
理
者
施
設
で
の
運
営
を
模
索
し

公
募
を
行
っ
た
が
、
申
請
書
の
提
出

に
至
ら
な
か
っ
た
。

無
会
派

遠
藤　

智
子

道
の
駅
の
搾
乳
環
境
の

整
備
に
つ
い
て

質
問　

国
土
交
通
省
の「
公
共
交
通

機
関
の
移
動
等
円
滑
化
整
備
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」の
改
訂
で
、
産
後
の
母
親

が
授
乳
室
で
搾
乳
が
可
能
で
あ
る
と

記
載
す
る
と
と
も
に
、「
出
入
り
口

付
近
に
は
、
授
乳
・
搾
乳
、
お
む
つ

替
え
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
こ

と
を
表
示
」す
る
こ
と
と
新
た
に
明

記
さ
れ
た
。
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
搾
乳
は
、
低
出
生
体
重
児
等

で
産
ま
れ
た
子
の
母
親
が
入
院
先
に

母
乳
を
届
け
る
た
め
、
ま
た
、
早
期

に
復
職
し
た
母
親
が
乳
腺
炎
予
防
の

た
め
に
必
要
で
、
授
乳
室
と
同
等
の

整
備
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。
県
配
布
の「
搾
乳
マ
ー
ク
」

の
表
示
用
ス
テ
ッ
カ
ー
を
道
の
駅
・

市
立
図
書
館
の
授
乳
室
に
貼
付
し

た
。
そ
の
他
子
育
て
支
援
施
設
等
で

親
子
の
利
用
が
想
定
さ
れ
る
施
設
に

搾
乳
マ
ー
ク
を
配
布
し「
授
乳
室
は

搾
乳
も
行
え
る
場
所
」と
し
て
周
知

啓
発
に
努
め
る
。

赤
ち
ゃ
ん
の
頭
蓋
骨
矯
正

ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
つ
い
て

質
問　
赤
ち
ゃ
ん
の
頭
蓋
骨
は
、
１

歳
ぐ
ら
い
ま
で
に
固
ま
り
、
向
き
癖

な
ど
で
形
が
ゆ
が
む
頭
蓋
変
形
症

は
、
重
度
だ
と
矯
正
ヘ
ル
メ
ッ
ト
治

療
を
勧
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、

代
金
は
30
～
60
万
円
と
高
額
で
、
県

外
自
治
体
で
は
補
助
事
例
も
聞
か
れ

る
。
当
市
で
は
相
談
事
例
が
な
い
と

の
こ
と
だ
が
、
予
防
、
指
導
、
支
援

の
考
え
方
を
伺
う
。

答
弁　

幼
児
期
の
頭
の
ゆ
が
み
は
、

頭
蓋
骨
が
早
期
に
結
合
す
る「
病
的

頭
蓋
変
形
」と
外
部
圧
力
を
受
け
て

ゆ
が
む「
位
置
的
頭
蓋
変
形
」が
あ

り
、
ほ
と
ん
ど
の
頭
蓋
変
形
の
原
因

が
向
き
癖
等
で
予
防
可
能
で
あ
る
た

め
、
生
後
２
か
月
ご
ろ
ま
で
頭
を
一

定
の
向
き
で
寝
か
せ
続
け
な
い
よ

う
、
授
乳
の
向
き
や
話
し
か
け
る
方

向
を
変
え
る
、
首
が
す
わ
っ
た
後
は

う
つ
ぶ
せ
の
時
間
を
つ
く
る
な
ど
の

指
導
を
し
て
い
る
。

　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
助
成
等
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
予
定
は
な
い
が
、
今

後
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応

じ
て
検
討
す
る
。
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新
風
あ
が
の

遠
藤　
　

孝

阿
賀
野
市
観
光
振
興

に
つ
い
て

質
問　
本
市
の
観
光
振
興
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
現
在
、
市
の
観
光
振

興
基
本
計
画（
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
）は

あ
る
の
か
伺
う
。

答
弁　
現
在
、
観
光
振
興
基
本
計
画

（
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
）は
な
い
が
、
市

の
総
合
計
画
に
基
づ
き
観
光
振
興
に

取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
、
観

光
協
会
の
法
人

化
に
係
る
準
備

と
と
も
に
、
検

討
委
員
会
で
市

の
観
光
ビ
ジ
ョ

ン
や
観
光
戦
略

を
議
論
し
て
い
く
。

質
問　
早
急
に
観
光
振
興
基
本
計
画

（
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
）を
作
成
し
、
即

座
に
実
行
し
て
ほ
し
い
。

答
弁　
観
光
協
会
の
在
り
方
と
共
に

協
議
し
て
い
く
。

本
市
の
不
稼
働
資
産

（
土
地
、
建
物
）の 

活
用
に
つ
い
て

質
問　
公
共
施
設
周
辺
等
の
利
便
性

の
良
い
土
地
、
建
物
の
処
分
に
よ

り
、
ま
ち
の
活
性
化
や
財
政
負
担
の

軽
減
、
人
口
減
少
対
策
に
な
る
と
思

う
。
将
来
に
負
の
遺
産
を
引
き
継
が

な
い
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
市

の
現
状
を
伺
う
。

答
弁　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
利
活
用

の
提
案
を
募
集
す
る
ほ
か
、
施
設
の

敷
地
入
り
口
に
掲
示
物
を
設
置
し
て

問
い
合
わ
せ
窓
口
等
を
周
知
し
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
や
内
覧
の
希
望
は

あ
っ
た
が
、
売
却
、
賃
貸
契
約
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
今
後
も
計
画
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

有
害
鳥
獣
に
対
す
る 

取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問　
有
害
鳥
獣
に
対
す
る
市
の
対

策
、
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で
広
報
を

行
い
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
の
計
画
で
は
、
鳥
獣
被
害
対
策

と
し
て「
環
境
管
理
対
策
」「
侵
入
防

止
対
策
」「
捕
獲
・
駆
除
対
策
」を
基

本
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
市
民

の
安
全
確
保
と
被
害
の
未
然
防
止
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　
本
市
も
有
害
鳥
獣
に
関
し
て

危
機
的
な
状
況
に
あ
る
た
め
、
農
林

課
内
に
有
害
鳥
獣
に
対
す
る
対
策
室

を
設
け
、
有
害
鳥
獣
に
特
化
し
た
体

制
を
と
っ
て
は
い
か
が
か
。

答
弁　
農
林
課
や
危
機
管
理
課
で
連

携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

新
風
あ
が
の

菅
原　

道
明

事
務
事
業
評
価
の

運
用
の
実
態
と

評
価
体
制
に
つ
い
て

質
問　
事
務
事
業
評
価
の
具
体
的
な

実
施
体
制・頻
度
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
行
政
活
動
の
効
率
化
と
効
果

の
最
大
化
は
重
要
課
題
で
あ
り
、
本

市
で
は
、
総
合
計
画
に
示
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル
の
手
法
を
取
り
入
れ
て

い
る
。
初
め
に
事
業
担
当
課
が
事
務

事
業
と
上
位
体
系
の
基
本
事
業
、
施

策
の
評
価
を
実
施
す
る
。
各
年
度
の

実
績
を
基
に
成
果
の
達
成
度
を
評
価

し
て
お
り
、
内
部
職
員
で
構
成
す
る

市
政
経
営
会
議
で
確
認
し
て
い
る
。

　

頻
度
等
は
１
年
を
単
位
と
し
て
、

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
サ
イ
ク
ル
に
合
わ
せ
て

進
め
て
い
る
。
行
政
経
営
に
お
い
て

は
、
チ
ェ
ッ
ク
、
ア
ク
ト
、
プ
ラ
ン

の
過
程
を
経
て
、
絶
え
ず
事
業
の
改

善
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
行
政
事

務
の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
や
施
策
と
し
て
の
効

果
が
発
現
し
て
い
く
よ
う
に
今
後
も

努
め
る
。　

連
携
企
画
展
の 

取
り
組
み
に
つ
い
て

質
問　
阿
賀
野
市
・
阿
賀
町
連
携
企

画
展「
原
遺
跡
と
土
橋
遺
跡-

阿
賀
野

川
上
・
中
流
域
の
縄
文
時
代
中
～
後

期
集
落-

」の
実
施
結
果
と
総
括
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　
来
場
者
は
、
市
内
外
か
ら
３

０
０
人
を
超
え
る
幅
広
い
世
代
の
来

場
が
見
ら
れ
、
地
域
の
歴
史
や
考
古

資
料
へ
の
関
心
の
高
さ
が
確
認
さ
れ

た
。

　
今
回
の
連
携
企
画
展
は
阿
賀
町
と

の
協
働
に
よ
り
、
専
門
職
員
の
知
見

の
共
有
や
広
報
連
携
な
ど
、
単
独
で

は
得
が
た
い
効
果
が
生
ま
れ
た
こ
と

が
大
き
な
成
果
で
あ
り
ま
す
。
と
り

わ
け
、
阿
賀
野
川
流
域
に
分
布
す
る

両
遺
跡
が
持
つ
地
域
的
関
連
性
を
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
間
の
文

化
的
つ
な
が
り
を
市
民
に
認
識
し
て

い
た
だ
く
良
い
契
機
と
な
っ
た
も
の

と
評
価
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党

宮
脇　

雅
夫

小
中
学
校
と
も

学
校
給
食
無
償
化
を

実
施
せ
よ

質
問　
学
校
給
食
無
償
化
を
求
め
る

声
は
大
き
く
広
が
り
、
政
府
も「
来

年
４
月
か
ら
実
施
」す
る
と
表
明
。

対
象
を
公
立
小
学
校
に
絞
っ
て
実
施

を
検
討
し
て
い
る
。
市
で
は
、
令
和

５
年
12
月
の
市

議
会
に
無
償
化

を
求
め
る
請
願

署
名
２
，１
５

７
筆
が
提
出
さ

れ
、
令
和
６
年

度
か
ら
３
分
の

１
を
助
成
し
て

い
る
。

　
非
正
規
労
働
者
が
多
く
、
賃
金
も

上
が
ら
な
い
子
育
て
世
代
は
、
物
価

高
に
苦
し
み
な
が
ら
懸
命
に
子
育
て

を
し
て
い
る
。
小
学
校
だ
け
で
な
く

中
学
校
も
、
国
の
重
点
支
援
地
方
交

付
金
も
活
用
し
て
一
刻
も
早
く
無
償

化
す
べ
き
だ
。

答
弁　
現
時
点
で
中
学
校
は
、
現
在

実
施
し
て
い
る
給
食
費
の
３
分
の
１

補
助
を
継
続
し
て
い
き
な
が
ら
、
無

償
化
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の

財
源
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
く
。

ク
マ
の
出
没
、 

捕
獲
対
策
の 

抜
本
的
強
化
を

質
問　
連
日
の
よ
う
に
生
活
圏
に
ク

マ
が
出
没
し
、
住
民
は
恐
怖
感
を
覚

え
、
外
出
自
粛
も
し
て
い
る
。
今
、

ク
マ
か
ら
住
民
の
命
と
生
活
を
守
る

た
め
、
頑
張
っ
て
い
る
猟
友
会
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

出
動
手
当
は
１
日
３
千
円
と
低
い
。

県
も
緊
急
対
策
と
し
て
捕
獲
の
財
政

支
援
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
対

策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　
ク
マ
の
目
撃
情
報
は
１
１
７

件
、
捕
獲
頭
数
は
40
頭
。
目
撃
情
報

が
あ
っ
た
場
合
、
関
係
者
と
情
報
を

共
有
し
、住
民
に
注
意
喚
起
を
行
い
、

状
況
に
応
じ
て
猟
友
会
が
警
戒
パ
ト

ロ
ー
ル
や
捜
索
活
動
、
捕
獲
用
の
檻

わ
な
設
置
を
行
う
。
課
題
は
、
捕
獲

等
の
資
機
材
不
足
や
猟
友
会
の
活
動

報
酬
見
直
し
で
、
今
議
会
に
条
例
改

正(

鳥
獣
捕
獲
等
手
当
を
４
千
円
に
、

緊
急
銃
猟
手
当
２
万
円
を
新
設)

を

上
程
。
ま
た
、
捕
獲
用
の
檻
に
設
置

す
る
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
や
わ
な
作
動

通
知
機
器
な
ど
を
導
入
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

訪
問
介
護
事
業
所
の
支
援
に
つ
い
て

公
明
党

村
上　

清
彦

阿
賀
野
高
校
の
魅
力

向
上
策
に
つ
い
て

質
問　
阿
賀
野
高
校
は
地
域
の
将
来

を
担
う
若
者
を
育
て
る
重
要
な
教
育

機
関
で
あ
り
、
市
に
と
っ
て
大
き
な

意
義
を
持
つ
。
一
方
で
少
子
化
に
よ

り
高
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
、
市
と
し
て
魅
力
向
上
や
教
育
活

動
の
充
実
に
向
け
た
協
働
が
必
要
と

考
え
る
。
ま
ず
、
阿
賀
野
高
校
の
教

育
的
・
社
会
的
価
値
や
存
在
意
義
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
現
状
の
課
題

を
ど
う
把
握
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
弁　
阿
賀
野
高
校
は
地
域
資
源
を

活
用
し
た
実
践
的
学
習
に
よ
り
地
域

理
解
と
愛
着
を
深
め
、
地
域
で
活
躍

す
る
人
材
育
成
に
貢
献
す
る
重
要
な

学
校
と
認
識
し
て
い
る
。
生
徒
数
減

少
に
よ
り
学
校
行
事
や
部
活
動
へ
の

影
響
、
地
域
の
担
い
手
の
減
少
や
活

力
低
下
に
つ
な
が
る
大
き
な
課
題
も

把
握
し
て
い
る
。

質
問　
地
域
と
協
働
し
た
特
色
教
育

や
魅
力
化
施
策
を
進
め
る
上
で
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
や
関
わ
り

を
持
つ
の
か
伺
う
。

答
弁　
市
で
は
、
魅
力
向
上
と
生
徒

数
増
加
に
向
け
、
若
手
職
員
を
中
心

に
振
興
策
検
討
会
を
設
置
し
、
学
習

内
容
の
充
実
や
イ
メ
ー
ジ
刷
新
、
情

報
発
信
、
生
徒
主
体
の
活
動
、
交
流

事
業
、
費
用
助
成
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
。
教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
ク

ラ
ブ
と
の
連
携
も
検
討
中
で
あ
る
。

学
校
長
ら
と「
地
域
連
携
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」設
立
も
協
議
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
支
援
し
、
地
域
で
活

躍
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
る
。
ま

た
、毎
年
、地
元
高
校
の
存
続
を
国・

県
に
要
望
し
て
い
る
。

質
問　

高
校
生
が
若
者
視
点
で
市

の
政
策
に
関
わ
る「
リ
バ
ー
ス
メ
ン

タ
ー
」の
仕
組
み
を
ど
う
捉
え
、
導

入
の
可
能
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　
若
者
の
流
出
が
続
く
中
で
若

者
視
点
は
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、

将
来
的
に
施
策
検
討
段
階
で
高
校
生

の
意
見
を
ど
う
反
映
す
る
の
か
、
他

自
治
体
の
取
り
組
み
も
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。



あがの市議会だより 第65号7

一　般　質　問

○ �○ �一般質問は１人当たり60分の持ち時間の中で、質問と答
弁のやり取りが繰り返されます。議会だよりに掲載して
いる内容は質問議員がまとめたもので、要旨を掲載して
います。

○ �○ �議員氏名左側の二次元コードをスマートフォンなどで読
み取ると、市ホームページの市議会映像配信のページで、
その議員の定例会での一般質問のやり取りが視聴できま
す。

○ �○ �一般質問の詳細については、会議録または市ホームペー
ジでご覧いただけます。12月定例会分は３月中旬に公開
予定です。会議録は、市立図書館、各支所、市役所１階
ロビーに用意してあります。

日
本
共
産
党

清
水　

博
英

福
祉
会
館
の
廃
止
方
針

案
を
撤
回
し
存
続
を

質
問　

福
祉
会
館
は
立
地
も
良
く
、

市
民
の
学
習
機
会
や
文
化
活
動
・
交

流
を
促
進
し
、
生
活
を
充
実
さ
せ
る

役
割
や
自
治
会
活
動
の
場
を
担
い
、

人
口
密
集
地
で

災
害
時
の
指
定

避
難
所
と
し
て
、

位
置
的
に
も
規

模
的
に
も
代
替

え
の
で
き
な
い

地
域
の
大
切
な

公
共
施
設
。
市

の
説
明
会
で
は
、

利
用
団
体
や
周

辺
自
治
会
、
市

民
か
ら
出
た
意
見
は
廃
止
反
対
が
多

数
だ
っ
た
。
こ
の
多
数
の
意
見
に
応

え
て
廃
止
方
針
案
を
撤
回
し
、改
修・

存
続
す
べ
き
。

答
弁　
説
明
会
で
は
、
方
針
案
と
し

て
市
の
考
え
を
説
明
し
た
。
あ
く
ま

で
も
決
定
で
は
な
く
、
市
民
の
声
を

聴
い
た
上
で
最
適
解
を
求
め
て
い

く
。い

き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

応
援
事
業
な
ら
び
に 

あ
が
の
市
民
病
院 

人
間
ド
ッ
ク
の
ポ
イ
ン
ト

付
与
事
業
を
継
続
せ
よ

質
問　
い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
応

援
事
業
は
、
市
が
社
会
福
祉
協
議
会

へ
委
託
し
、
小
学
校
登
下
校
の
見
守

り
な
ど
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
末
で
ポ
イ
ン
ト
付
与
が
廃
止

と
な
る
が
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
対
象
事

業
や
ポ
イ
ン
ト
数
を
見
直
す
こ
と
も

検
討
し
存
続
を
望
む
声
も
あ
る
。
ま

た
、
あ
が
の
市
民
病
院
人
間
ド
ッ
ク

受
診
者
に
対
す
る
３
，０
０
０
ポ
イ

ン
ト
付
与
も
今
年
度
末
で
終
了
す
る

が
、
周
辺
市
町
よ
り
高
い
自
己
負
担

を
軽
減
す
る
意
味
で
も
廃
止
せ
ず
存

続
す
べ
き
。

答
弁　
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
で
き
る
加

盟
店
の
減
少
傾
向
が
続
き
、
こ
れ
以

上
の
波
及
効
果
が
見
込
め
ず
、
事
業

と
し
て
将
来
的
な
前
進
が
見
え
な
い

状
態
で
行
政
付
与
ポ
イ
ン
ト
の
終
了

を
判
断
し
た
。
人
間
ド
ッ
ク
受
診
者

に
対
し
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
を
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
し
た
受
診
者
増
加
の
取

り
組
み
は
、
十
分
目
的
を
達
成
し
た

と
捉
え
て
い
る
。
今
後
も
、
継
続
し

て
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て
も
ら
え
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

政
府
に
よ
る
非
核
三
原
則
見
直
し
発

言
と
阿
賀
野
市
の
平
和
行
政
推
進
に

つ
い
て

日
本
共
産
党

松
﨑　

良
繼

柏
崎
刈
羽
原
発

再
稼
動
に
つ
い
て

質
問　

市
長
は
新
潟
日
報
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で「
再
稼
動
の
条
件
は
現
状
で

整
っ
て
い
る
か
」に
つ
い
て「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」と
回
答
し
て

い
る
が
ど
の
よ
う
な
考
え
か
ら
か
。

答
弁　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
厳
し

い
審
査
に
合
格
し
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え「
技
術
的
に
は

整
っ
て
い
る
と
思
う
」

と
い
う
理
由
を
付
し

て
回
答
し
た
。

質
問　
国
は「
世
界
で

最
も
厳
し
い
基
準
」と

称
し
て
い
る
が
、
再

稼
働
を
急
ぐ
た
め
に

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
先
に
あ
り
き
で
決
め

た
も
の
で
、
Ｅ
Ｕ
の
基
準
と
比
べ
て

も
ず
さ
ん
な
も
の
だ
。

答
弁　
福
島
事
故
は
想
定
外
の
津
波

に
襲
わ
れ
る
な
ど
で
起
き
た
。
そ
う

い
う
も
の
を
含
め
て
た
び
重
ね
て
改

定
し
て
厳
し
い
基
準
に
し
て
き
た
ん

だ
ろ
う
と
思
う
。

米
の
需
給
と
米
価
の

安
定
対
策
に
つ
い
て

質
問　
市
場
任
せ
の
コ
メ
政
策
と
減

産
誘
導
を
転
換
し
、
国
が
需
給
と
価

格
安
定
に
責
任
を
持
つ
こ
と
が
急
務

だ
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

答
弁　
再
生
産
が
可
能
な
価
格
水
準

と
、
良
質
な
国
産
食
料
が
合
理
的
な

価
格
で
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
、

国
が
責
任
を
持
っ
て
い
く
べ
き
だ
。

質
問　
小
規
模
の
基
盤
整
備
事
業
の

要
望
も
出
て
い
る
が
、
所
有
者
の
同
意

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
市
の
上
乗
せ

助
成
を
求
め
る
声
が
あ
り
検
討
を
。

答
弁　
上
乗
せ
助
成
は
他
市
の
状
況

な
ど
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

バ
ス
停
増
を

質
問　
バ
ス
停
を
増
や
す
こ
と
が
新

方
式
成
功
の
要
だ
。

答
弁　
自
治
会
長
会
議
な
ど
で
地
域

の
声
を
聴
き
随
時
見
直
し
を
行
っ
て

い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員

の
昇
給
を

質
問　

総
務
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で

は
、
経
験
年
数
分
の
号
給
を
加
え
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

昇
給
す
る
制
度
に
改
め
る
べ
き
だ
。

答
弁　
昇
給
に
つ
い
て
は
、「
客
観
的

な
能
力
の
実
証
」及
び「
勤
続
に
よ
る

能
力
の
向
上
」を
指
標
と
し
て
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
県
や
他
市

の
状
況
を
注
視
し
、
検
討
し
て
い
く
。

無
会
派

天
野　

市
榮

福
祉
会
館
の
廃
止
、 

安
田
体
育
館
の
存
続

質
問　
福
祉
会
館
に
つ
い
て
は
、
行

政
改
革
推
進
委
員
会
の
答
申
で「
現

状
維
持
、
将
来
的
に
は
大
規
模
改
修

の
検
討
を
行
う
」こ
と
と
さ
れ
て
い

た
が
、
９
月
19
日
の
議
員
全
員
協
議

会
に
お
い
て
市
長
か
ら
廃
止
の
方
針

が
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
10
月
、

11
月
に
利
用
者
説
明
会
が
、
12
月
に

市
民
説
明
会
が
現
地
で
開
催
さ
れ

た
。私
は
説
明
会
の
全
て
に
出
席
し
、

市
長
は
12
月
の
説
明
会
に
出
席
さ
れ

た
。
多
く
の
利
用
者（
市
民
）か
ら
廃

止
に
反
対
す
る
意
見
や
施
設
の
変
更

は
困
難
で
あ
る
旨
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。「
現
状
維
持
」か
ら
一
転「
廃
止
」

に
方
針
転
換
を
し
た
理
由
は
何
か
。

答
弁　

大
規
模
改
修
費
用
が
高
額
、

人
口
減
少
に
よ
る
将
来
的
な
負
担
が

大
き
い
、
利
用
者
の
減
少
も
想
定
さ

れ
る
、
代
替
施
設
が
近
隣
に
あ
る
、

な
ど
の
た
め
。

質
問　
安
田
体
育
館
は
行
政
改
革
推

進
委
員
会
の
答
申
で
は「
廃
止
検
討
」

と
さ
れ
て
い
た
が
、
一
転「
大
規
模

改
修
の
上
、
存
続
」と
な
っ
た
。
方

針
転
換
を
し
た
理
由
は
何
か
。
市
長

へ
の
た
よ
り
、
署
名
集
め
な
ど
存
続

を
求
め
る
市
民
の
声
は
あ
っ
た
の

か
。

答
弁　

災
害
時
の
対
応
力
の
確
保
・

向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
な
ど
の
理

由
で
、
市
長
と
し
て
判
断
し
た
。

質
問　
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
答

申
を
重
視
し
た
一
方
で
、
市
民
の
声

を
軽
視
し
た
結
果
、
政
局
に
な
っ
て

大
失
敗
し
た
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

福
祉
会
館
の
代
替
施
設
の
一
つ
と
し

て
示
さ
れ
た「
瓢
湖
憩
の
家
」は
、
私

が
市
長
時
代
に「
廃
止
」方
針
だ
っ
た

が
、
市
長
が
代
わ
っ
た
ら
大
規
模
改

修
さ
れ
存
続
と
な
っ
た
。
詳
し
い
事

情
・
経
緯
に
つ
い
て
市
長
は
ご
存
じ

か
。

答
弁　
…
。

◆
そ
の
他
の
質
問
◆

１　
地
域
計
画
と
ほ
場
整
備

２　
地
域
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
終
了
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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

９
月
定
例
会
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
議
会
活
動

を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て

阿
賀
野
高
校
３
年
生
と
市
議
会
議
員
の
懇
談

会
を
開
催
し
、
若
い
世
代
の
貴
重
な
意
見
を

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
委
員
会

等
で
協
議
し
て
市
政
に
反
映
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
あ
が
の
市
議
会
だ
よ
り
が
、

よ
り
見
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
の
作

成
に
向
け
、
広
報
広
聴
委
員
会
と
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
編
集
委
員　
遠
藤　
　
孝　

広
報
広
聴
委
員
会
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次
号
は
令
和
８
年
３
月
31
日
発
行
の

予
定
で
す
。
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問い合わせは
コチラから

次回３月定例会の予定
２月18日の議会運営委員会で正式に決定します。
その後、市ホームページ・市公式LINEでお知らせ
します。

月 日 会 議 名

2月18日（水） 議会運営委員会
（定例会の運営方針決定）

2月25日（水） 本会議
（施政方針、議案上程、一般質問）

2月26日（木） 本会議（一般質問）

3月  4日（水） 本会議（一般質問）

3月  5日（木） 総務文教常任委員会

3月  6日（金） 産業厚生常任委員会

3月  9日（月）

予算審査特別委員会3月10日（火）

3月11日（水）

3月13日（金） 本会議（委員長報告、採決）

　11月20日、亀田屋（保田）で阿賀北五市議会議長会連絡協議会の議員研修会が開催されました。阿
賀野市での開催は８年ぶりとなり、新発田市、村上市、胎内市、五泉市、阿賀野市の正副議長、議会
運営委員会・各常任委員会の正副委員長、議会事務局長等
49人が出席しました。
　この研修会では、安田瓦協同組合の遠藤和人理事長から
「瓦の話」と題し、安田瓦のみならず瓦全般について詳しくご
講演いただきました。
　また、研修会終了後の意見交換会では、京ヶ瀬ベンチャー
ズの皆さんによる軽快な演奏が披露されました。

阿賀北五市議会議長会連絡協議会

　10月５日、水原総合体育館や市役所
駐車場で、水原小学校区の市民を対象に、
震度６強の地震が発生したことを想定し
た地域防災訓練が実施され、市議会議員
も参加しました。
　自治会避難訓練や避難所開設設営訓練、救急講習、救出訓練のほか、初
めてペット同行避難訓練や自衛隊・日赤奉仕団によるカレーライスの炊き
出し訓練も行われました。
　参加した市民の皆さんも訓練や講習に真剣に取り組んでいました。

地 域 防 災 訓 練

　11月５日、未来の阿賀野市を支えていく若い世代の意見を聴くため、阿賀野高校
生との懇談会を開催しました。
　当日は、３年生22人と広報広聴委員等８人が参加し、４班に分かれワークショッ
プ形式による意見交換を行いました。
　事前に阿賀野市の特徴や人口推移など
の資料を渡し、用意したテーマに沿って、
意見を出し合いました。出された意見や
要望を付せんに書き出し、テーマごとに
振り分け、班ごとに発表し全体で共有し
ました。
　懇談の中で生徒からは、「話を真剣に聞
いてくれ、また問いかけてくれて良かった」
「自分の住むまちをより良くするために自
分から行動したい」「若者が集まれる場所
づくりや子育て支援に力を入れてほしい」
など、多くの感想や意見が出されました。
　市議会として、今後も若年世代の声に
耳を傾ける場を確保するべく、改善を加
えながら引き続き取り組みを進めていき
たいと考えています。
　なお、今回懇談した生徒が、12月８日
「政治・経済」の授業で、本会議を傍聴し
ました。

阿賀野高校生との懇談会を開催しました
●�10月27日に兵庫県議会文教常任委員会の皆さまが来庁され、
「中学生及びクラブ指導者中体連及び吹奏楽連盟主催の大会参
加費補助」について研修を行いました。
　本市学校教育課担当者から説明を受けました。
●�10月28日に北海道名寄市議会市政クラブ（会派）の皆さまが来
庁され、「道の駅あがの整備事業」について研修を行いました。
　�本市商工観光課、建設課の担当者から説明を受け、「道の駅あ
がの」の見学を行いました。
●�10月29日に青森県おいらせ町議会産業民生常任委員会の皆さ
まが来庁され、「観光資源の活用」について研修を行いました。
　�本市商工観光課、公園管理事務所の担当者から説明を受け、瓢
湖水きん公園の見学を行いました。
●�11月４日に神奈川県川崎市議会健康福祉委員会の皆さまが来
庁され、「地域福祉計画」について研修を行いました。
　�本市社会福祉課、健康推進課の担当者から説明を受けました。

道の駅あがので説明を受ける
名寄市議会議員

コミュニティセンター瓢湖憩の家で
説明を受けるおいらせ町議会議員

ようこそ阿賀野市へようこそ阿賀野市へ  行政視察受け入れ行政視察受け入れ


